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平成19年度「核融合エネルギー奨励賞」

目的
ITERやBAなどに代表される未来の核融合エネルギーの実現に寄与しえる内外の研究開発

活動の中で、若手人材による優れた成果を顕彰し、今後の発展のために研究助成（*）

（*）核融合エネルギーフォーラムの選考にもとづいて原子力機構から配賦

① ITERやBAに直接関わる研究開発活動など
② 上記以外で核融合エネルギーの実現に必要な研究開発活動、または将来これらの研究

開発に寄与すると見込まれる内外の基礎的・基盤的な研究開発活動など
③ 長期的な視野に立って核融合エネルギーの実用化に向けたシナリオ作成に寄与する調

査研究活動など

対象

選考委員
香山晃（委員長、京都大学）、小川雄一（東京大学）、図子秀樹（九州大学）、関昌弘（高度
情報科学技術開発機構）、野田信明（核融合科学研究所）、福山淳（京都大学）、芳野隆治
（日本原子力研究開発機構）

採択（調整委員会）

応募２０件の中から、優秀賞２件、奨励賞４件を採択






